
第三次館林市環境基本計画
～令和６年度結果報告書～



１，第三次館林市環境基本計画の位置づけ

２，進行管理について

　計画の進行管理は、環境マネジメントシステム（EMS)のPDCAサイクルの考え方に基づき行います。

①計画（PLAN）

関係各課ごとに、各施策の翌年度の取組

内容及び目標を設定する

②実行（DO）

各課で施策を推進する

③点検・評価（CHECK）

関係各課ごとに、当該年度の施策を評価し、

取りまとめ結果は環境管理本部会議にて報

告（内部評価）

④改善（ACT）

環境審議会にて報告（外部評価）し、

年次報告書として公表

次年度の行動計画に反映・改善

Ⅰ 安全と環境 基本目的 危機対応能力が高く、良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

Ⅱ 福祉と健康 基本目的 地域で支え合い 生涯健康で暮らせる 幸福感の高いまち

Ⅲ 子育てと学び 基本目的 育てる幸せを感じ 生涯にわたり互いに学び続ける 家庭と文化を築くまち

Ⅳ 経済と都市 基本目的 都市と自然が調和し 人と産業が躍動する 魅力あるまち

Ⅴ 行政経営 基本目的 公民連携を推進し 地域経営の視点を持つ 持続可能なまち

館林市第六次総合計画

第三次館林市環境基本計画

基本目標

１ 自然と水辺の美しいまち

２ 安心して暮らせるまち

３ 緑潤う快適なまち

４ 低炭素と循環型のまち

５ 自らが行動するまち

個別計画

・館林市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

・館林市一般廃棄物処理計画

・館林市災害廃棄物処理計画

・館林市生活排水処理実施計画

など

整合・連携

環境面での達成
基本理念の実現

館林市環境基本条例
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３，基本目標及び行動目標の評価

〈基本目標１　自然と水辺の美しいまち〉

Ｒ5 Ｒ6

〈基本目標２　安心して暮らせるまち〉

Ｒ5 Ｒ6

1,439人

Ｒ6

100%
(令和5年度)

120日超過
(令和5年度)

3.7㎎/l

6.9㎎/l

昼間：100％
夜間：100％

1件

※１水位は地表面より下の水位を示している

現状値
（令和5年度）

目標値
(令和1１年度)

100%

〇

達成

　基本目標１～５の評価は以下の通りです。
【○：中間目標値・目標値達成　▲：改善されているが目標未達成　×：現状値より悪化】

⑨悪臭 悪臭の苦情件数 3件 1件

現状維持

④生きもの

⑥空気

大気汚染物質（※１）の
長期的評価による
環境基準達成率

（除く光化学オキシダント）

茂林寺沼湿原：5.6ha
蛇沼湿原：1.1ha

入ノ谷湿原(高根町)：2.1ha

1,753人
（令和4年度）

3,100人

⑧騒音・
　 振動

項目

⑦水

鶴生田川五号橋の
水質（BOD）（※３）

5.0㎎/ℓ以下

4.1㎎/l

現状維持

実績

実績

メダカの生息
確認の有無

生息 生息 生息

9.6㎎/l

環境指標

100%
(令和4年度)

未達成
（令和4年度）

③水資源

観測井2か所の
地下水位（※1）

・2号井150m/上早川田町
・3号井80m/上早川田町

2号井：16.43ｍ
3号井：4.10m
(令和4年度)

現状維持

城沼中央部の水質（BOD）
（※３）

観測地点での騒音の
環境基準の達成率

〇

鳥獣保護区：773.2ha
特別緑地保全地区：12.0ha

昼間：100％
夜間：100％

昼間：100％
夜間：100％

✕

目標達成度

〇 〇

光化学オキシダントの短期的
評価（※２）による環境基準の

達成状況

5.0㎎/ℓ以下

⑤ふれあい

✕

〇

〇

✕

〇

✕ △

目標達成度現状値
（令和5年度）

目標値
(令和1１年度)

環境指標項目

自然観察会の
参加人数

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

✕✕

①みどり
鳥獣保護区の面積

特別緑地保全地区の面積

Ｒ6

維持

維持

２号井：16.43m
３号井：4.10m
(令和5年度)

②水辺 湿原面積

〈基本目標１〉５項目中４項目達成しています。自然環境の保全維持に関してはおおむね良好ですが、

自然観察会に関しては事業縮小等に伴い参加人数が減少しているため、イベントの見直しや周知啓発の強化

に取り組む必要があります。
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〈基本目標３　緑潤う快適なまち〉

Ｒ5 Ｒ6

〈基本目標４　低炭素と循環型のまち〉

Ｒ5 Ｒ6

9.5人

2.2mm
（令和5年度）

⑬緑

項目 環境指標

市民1人1日当たりの
ごみ排出量

843ｇ
930ｇ

（令和4年度）

473千t-CO2
(令和2年度)

170,264人
(令和4年度)

庭の緑化に取り組んでいる
市民の割合

⑫景観

80%

水準測定点25地点の
5年間の平均地盤

沈下量

3.4ｍｍ
(令和4年度)

6.0mm

76,827KW

現状値
（令和5年度）

町並みが美しいと思う
市民の割合

80%

項目 環境指標

ごみの資源化率
18.6%

(令和4年度)
24.2%

拠点間を結ぶバスの
利用者数

335千ｔ-CO₂

51,799KW
（令和4年度）

目標値
(令和11年度)

⑱公共
　 交通

市民1人当たりの公園・
緑地等面積

現状維持

現状値
（令和5年度）

74.4%

69.2%

目標値
(令和11年度)

〇 〇

実績 目標達成度

⑮省エネ
市民の省エネルギー

実施率
50%

10人
人口1万人当たりの熱中症に

よる救急搬送者数
減少

⑯循環型
　 社会

市域からの二酸化炭素
排出量

⑲気候
　 変動

⑩地盤・
　 土壌

現状維持

⑭再エネ
再生可能エネルギー導入

設備容量

38.8%

28.23㎡
(令和4年度)

〇

△ △

※1大気汚染物質は一般大気及び自動車排出ガスの測定局による測定結果を示す
※２環境基準(1時間値が0.06ppm以下）を1回以上超えると未達成
※３水質の値は「７５％値」を参照

⑰温暖化

Ｒ6

179,445人

484千t-CO2
(令和4年度)

18.3%
(令和5年度)

912g
(令和5年度)

50.8%※2
(令和7年度)

52,744KW
（令和5年度）

✕ ✕

✕ ✕

〇 〇

〇 〇

✕ △

実績 目標達成度

✕ △

✕

※1市民・事業者アンケート調査結果「地球温暖化防止につながる設備の導入」より算出
※2市民・事業者アンケート調査結果「省エネルギー行動について」より算出

※１市民・事業者アンケート調査結果「町並みの美しさについて」より算出
※２市民・事業者アンケート調査結果「庭の緑化について」より算出

⑪公園 〇 〇

〇✕

Ｒ6

28.9㎡

80.3%※1
(令和7年度)

72.5％※2
(令和7年度)

〈基本目標２〉７項目中５項目達成しています。光化学オキシダントの環境基準値が超える原因の一部には、

交通量の多さや気象条件等がありますが、大気中を浮遊するため広域的な問題です。主な原因である排気ガ

スを減らすために、次世代自動車の普及や公共交通機関の利用を促進する必要があります。

〈基本目標３〉３項目中２項目達成しています。町並みが美しいと思う市民の割合は目標値を達成している

ものの、庭の緑化に取り組んでいる市民の割合はまだ目標値に届かないため、グリーンバンク等の利活用を

周知する啓発手段を検討していく必要があります。

〈基本目標４〉７項目中３項目達成しています。ごみの資源化や二酸化炭素の排出を抑えるために、公式

LINEでごみ収集日のリマインダー機能や分別チャットボットを活用し、省エネルギー行動の啓発を進めるの

と同時に、再生可能エネルギー設備の導入を検討をしていく必要があります。

『たてばやし５つのゼロ宣言－宣言２温室効果ガス排出量ゼロ－』に関連しています。
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〈基本目標５　自らが行動するまち〉

Ｒ5 Ｒ6

４，関係各課における行政施策の評価

　※[ ]内は昨年度実績値

基本目標１　自然と水辺の美しいまち　【達成率：６５.２％】

　行動目標１～５の達成状況は以下の通りです。※( )内は施策数

※市民・事業者アンケート調査結果「環境に係わる活動について」より算出

現状値
（令和5年度）

19.0%※
（令和7年度）

32件・1,248人

1,140人

Ｒ6

環境啓発事業への
参加人数

環境指標 目標値
(令和11年度)

△

㉒環境
　 活動

1,064人

26件・1,205人

18.0%

出前講座の年間実施件数
及び参加人数

30件
1,800人

環境に係わる活動への
参加率

35.0%

2,800人
⑳環境
　 啓発

㉑環境
   学習

項目

✕ △

△

△ △

実績 目標達成度

〈基本目標５〉環境に係わる事業への参加率や出前講座の実施件数など、すべての項目において増加傾向に

はありますが、目標値までの伸び率が停滞している状況です。既存の環境啓発事業の周知の徹底や新規イベ

ントの検討、環境教育の機会を増やしていく必要があります。

里山育成ボランティア、渡良瀬クリーン運動など市民と協力した環境保全活動を実施するほか、特定外

来種であるクビアカツヤカミキリの駆除支援など、生きものの保全活動に取り組んでいます。

雨水浸透桝や雨水貯留槽の設置補助、保存樹木の維持管理支援等の補助率が停滞しているため周知啓発

を強化していく必要があります。

77.8%（7/9）

83.3%（5/6）

33.3%（2/6）

53.8%（8/13）

75.0%（8/12）

行動目標１ ふるさとの緑や農地を守る

行動目標２ 水辺環境を守る

行動目標３ 水資源を守る

行動目標４ 生きものの多様性を守る

行動目標５ 自然とのふれあいを創造する

基本目標１ 自然と水辺の美しいまち
昨年度

[66.7%(6/9)]

[83.3%(5/6)]

[33.3%(2/6)]

[61.5%(8/13)]

[66.7%(8/12)]
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基本目標２　安心して暮らせるまち　【達成率：７９.５％】

　行動目標６～１０の達成状況は以下の通りです。※( )内は施策数

基本目標３　緑潤う快適なまち　【達成率：６６.７％】

　行動目標１１～１３の達成状況は以下の通りです。※( )内は施策数

廃棄物の適正な収集処理のため展開検査を実施し、許可業者に対する指導を行うことで適正処理の徹底

を図っています。また、不法投棄監視パトロールや分別指導、カラス対策などのごみステーションの管理

支援を実施し、まちの清潔さの確保をサポートしました。

空き家や耕作放棄地等の適正管理要請を引き続き実施し、苦情件数の削減を図っていく必要があります。

市民が緑に親しめるグリーンバンクの利用を促進し、市民に樹木等を交付及び寄付をしていただくこと

で緑化の推進を図りました。また、緑のカーテンの設置や学校、公園などの公共施設の樹木等の適正管理

を行うことでまちなかの緑化を推進しています。

緑化活動の推進をするため、「花緑ふやし隊」などのボランティア団体等を周知啓発し、市民参加型の

啓発運動を強化していく必要があります。

70.0%（7/10）

88.9%（8/9）

83.3%（5/6）

80.0%（12/15）

75.0%（3/4）

行動目標６ 空のきれいさを確保する

行動目標７ 水のきれいさを確保する

行動目標８ まちの静けさを確保する

行動目標９ まちの清潔さを確保する

行動目標１０ まちの安全を確保する

基本目標２ 安心して暮らせるまち

昨年度

[80.0%(8/10)]

[77.8%(7/9)]

[66.7%(4/6)]

[66.7%(10/15)]

[100.0%(4/4)]

69.2%（9/13）

62.5%（5/8）

66.7%（8/12）

行動目標１１ 緑とのふれあいを高める

行動目標１２ 美しさとゆとりを高める

行動目標１３ まちなかの快適さを高める

基本目標３ 緑潤う快適なまち
昨年度

[69.2%(9/13)]

[62.5%(5/8)]

[58.3%(7/12)]
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基本目標４　低炭素と循環型のまち　【達成率：５９.６％】

　行動目標１４～１９の達成状況は以下の通りです。※( )内は施策数

基本目標５　自らが行動するまち　【達成率：６９.２％】

　行動目標２０～２２の達成状況は以下の通りです。※( )内は施策数

脱炭素推進のために、公共施設における再生可能エネルギー由来の電力調達や次世代自動車の導入を検

討していく必要があります。

また、循環型社会の実現のために、出前講座等の環境教育の場で公式LINEの活用方法やごみの減量化に

関するエコ活動の紹介をし、市民のごみの減量化に対する意識醸成を図る必要があります。

学校における環境教育の推進のため、たてばやし学校エコライフ活動の一環で市内小中学校を訪問し、

実践しているエコ活動の優良取組を活動レポートとしてまとめ、他校へ共有を行いました。

また、たてばやし学校エコライフ活動において先進的な取組や積極的活動を行っている学校を館林市環

境賞に推薦し、環境配慮行動に対する意欲醸成を図ります。

37.5%（3/8）

80.0%（4/5）

42.9%（6/14）

85.7%（6/7）

70.0%（7/10）

62.5%（5/8）

行動目標１４ 再生可能エネルギーの導入を推進

行動目標１５ 省エネルギーを推進する

行動目標１６ 循環型社会を形成する

行動目標１７ 低炭素なまちを形成する

行動目標１８ コンパクトなまちを形成する

行動目標１９ 気候変動に適応する

基本目標４ 低炭素と循環型のまち
昨年度

[75.0%(6/8)]

[80.0%(4/5)]

[53.3%(8/15)]

[85.7%(6/7)]

[90.0%(9/10)]

[62.5%(5/8)]

75.0%（6/8）

71.4%（10/14）

50.0%（2/4）

行動目標２０ 環境への理解を深める

行動目標２１ 環境の学びの場を育む

行動目標２２ 環境の活動の場を広げる

基本目標５ 自らが行動するまち
昨年度

[66.7%(6/9)]

[71.4%(10/14)]

[50.0%(2/4)]
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市民・事業者アンケート調査結果



1，調査結果概要　※( )内は昨年度実績値

２，市民アンケート調査結果
　※小数点以下を四捨五入しているため、必ずしも合計が 100%にはならない。

　※( )内は昨年度実績値

（１）基本情報

【１年代・２性別・３主な情報源】

　

44.5%　（41.8％） 50.0%　（60.0%）
回収率

45.4%　（44.8%）

調査数 400　（４００） 80　（８０）

回収数 178　（167） 40　（48）

調査期間 令和7年５月6日～令和7年６月13日

住民基本台帳より無作為抽出抽出方法
館林商工会議所所有データより

業種ごとに無作為抽出

調査対象 市民 事業者

第三次館林市環境基本計画の進行管理にあたり、市民・事業者の環境への取組状

況を把握し、環境行政に反映させるために、アンケート調査を実施しました。

18.5% 1.7% 38.8% 14.6% 26.4%

３主な情報源

新聞 ラジオ テレビ SNS インターネット その他 未回答

(17.4%) (1.2%) (50.3%) (9.0%) (28.5%)

回答者については例年通り高齢者の回答率が高く若年層になるにつれて回答率は低く

なっています。また、回答者の性別比率は、約６割弱が女性で約４割弱が男性でした。

主な情報源については、まだテレビの割合が多いものの昨年度データと比較するとSNS

などのスマホ等を媒体とした情報源が増加してきています。

女性

テレビ インターネット

1.1%
(1.8%)

6.2%
(6.0%)

6.2%
(12.6%)

13.5%
(16.2%)

21.3%
(13.2%)

22.5%
(21.6%)

29.2%
(28.7%)

１年齢

20歳未満

20~29歳

30~39歳

40~49歳

50~59歳

60~69歳

70~79歳

70～79歳

60～69歳

38.8%
(43.7%)

57.3%
(53.9%)

3.9% (2.4%)２性別

男性

女性

未回答
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（２）環境指標の評価項目

【４町並みの美しさについて】

【５庭の緑化について】

【６省エネルギー行動について】

自分が住んでいる町の美しさについては、約２割の市民が否定的な意見をもっていて

約８割の市民は住んでいる町並みに肯定的な意見をもっていました。

9.6% 17.4% 53.4% 15.2% 4.5%

４町並みの美しさについて

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

(9.0%) (19.8%) (53.9%) (13.2%) (4.2%)

日常生活で実践している省エネルギー行動では、節電に関する取組は多く見られまし

たが、自転車や徒歩などのエコな移動手段をとる市民はまだ少ない結果となりました。

満足 やや満足 普通

家の緑化を心掛ける市民の割合は７割を超え、年々増加し続けています。

72.5% 18.5% 9.0%

５庭の緑化について

心がけている 心がけていない わからない

心がけている 心がけていない

(64.1%) (21.0%) (15.0%)

90.4% (88.6%)

79.8% (75.4%)

60.1% (46.7%)

17.4% (22.8%)

43.8% (38.9%)

39.9% (35.9%)

52.2% (35.3%)

23.0% (10.8%)

1.1% (2.4%)

1.1% (0.6%)

不要な照明はこまめに消す

冷暖房の適切な温度調節

湯沸かし器のお湯は出しっぱなしにしない

自転車、徒歩で移動する

エコドライブの実践

省エネ型の機器を買う

余分な電化製品は買わない

太陽光発電など再生可能エネルギーの導入

何もしていない

その他

６省エネルギー行動

8 



【７地球温暖化防止につながる設備の導入について】

2号井：
16.43ｍ

２号井：
16.43m

【８環境に係わる活動について】

100%
(令和5年

半数以上の市民が、ＬＥＤ照明や省エネ家電の導入等の簡易的にできる省エネ対策を実

践しています。また、太陽光発電システムやエコキュートなどハード面の設備の導入も

徐々に増加しています。

50.0% (42.5%)

72.5%

6.7% (9.0%)

21.3% (12.6%)

36.5% (26.9%)

7.9% (7.2%)

40.4% (38.9%)

6.2% (3.6%)

24.2% (24.0%)

2.2% (4.2%)

10.7% (11.4%)

0.6% (0.6%)

消費電力や待機電力の少ない家電の購入

LEDなど高効率な照明の購入

屋上や壁面の緑化、緑のカーテンなど建物の緑化

太陽光発電システムの導入

エコキュートなど高効率な給湯器の導入

蓄電システムやエネファームなどの導入

排出ガスが少なく燃費の良い自動車の購入

電気自動車及びPHVの購入

断熱性、気密性の高い窓や壁などの導入

HEMS(ホームエネルギーマネジメントシステム)…

何も導入・購入していない

その他

７地球温暖化防止につながる設備の導入について

(79.0%)

HEMS(ホームエネルギーマネジメントシステム)の導入

半数以上の市民が、環境に係わる活動に参加したことがあると回答しました。

52.8% (46.1%)

10.7% (6.6%)

54.5% (46.7%)

4.5% (4.2%)

14.6% (12.6%)

6.2% (4.2%)

8.4% (6.0%)

2.8% (1.8%)

公園や街路などの地域の清掃活動

緑化ボランティアなどの地域の美化活動

空き缶や空き瓶、古紙などの資源回収活動

市民農園などの農業活動

川や水路などの清掃活動

昆虫や植物など身近な自然の保護活動や観察

環境問題に関するセミナーや講座

その他

８環境に係わる活動について

9 



（３）環境に関するテーマごとの設問

【水に関すること】

半数以上の市民が節水のための雨水の利用に関心を持っているものの、衛生面で抵抗

がある市民が多くいる結果となりました。また、約９割の市民が野菜くずや食用油を流

さないなど水質保全に取り組んでいました。

8.4%
(10.2%)

48.3%
(45.5%)

43.3%
(41.3%)

0.0%
(3.0%)

１利用している ２利用してみたい ３利用したくない 未回答

21.5%
(16.9%)

1.3% (3.1%)

72.2%
(81.5%)

5.1%
(1.5%)

「利用したくない」理由

１利用する方法が分からない ２節水に興味がない ３衛生面で抵抗がある ４その他

利用してみたい

7.9%
(8.4%)

15.2%
(23.4%)

44.4%
(32.9%)

19.1%
(18.0%)

13.5%
(14.4%)

0.0%
(3.0%)

１多い ２どちらかというと多い ３普通

４どちらかというと少ない ５少ない ６未回答

89.3%
(85.0%)

10.7%
(12.0%)

0.0%
(3.0%)

１流していない ２流している 未回答

９節水のために雨水を利用してみたいと思いますか

１０水辺や自然と触れ合う機会は多いと思いますか

１１野菜くずや食用油を流さないようにしていますか

流していない

利用したくない
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【緑に関すること】

✕

✕

「クビアカツヤカミキリ撲滅プロジェクト」の認知率は年々増加していて、多くの市

民が市広報紙で情報を得ている結果となりました。

61.2%
(55.1%)

9.0%
(9.6%)

29.8%
(35.3%)

0.0%
(4.7%)１知っている ２クビアカツヤカミキリは知っている ３知らない 未回答

知らない

63.6%
(74.0%)

8.6%
(0.0%)

13.6%
(11.5%)

5.7%
(6.7%)

0.7% (1.0%)

0.7% 2.1%

5.0%
(6.7%)

１市広報紙 ２市HP ３テレビ

４新聞 ５エコシティ ６イベント

７スマートフォン ８その他

市広報紙

知っている

33.7%
(39.5%)

66.3%
(60.5%)

0.0%
(5.2%)

１３緑のカーテンを育てたことはありますか

１ある ２ない ３未回答

ある ない

１２「クビアカツヤカミキリ撲滅プロジェクト」を知っていますか

「知っている」を選択したかたは、何を通じて知りましたか
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【ごみに関すること】

ほとんどの市民がごみの分別方法を守っていると回答しました。

さらには、ほとんどの市民が詰め替え製品やリサイクル製品を積極的に選択し、エコ

バックやマイボトルの利用をするなどごみの減量化に取り組んでいました。

71.3% (74.3%) 28.7% (24.6%)

0.0% (0.0%)

0.0%
(1.2%)

１４ごみの分別方法を守っていますか

１守っている ２おおよそ ３守れていない ４分からない

91.6% (89.8%)
8.4%

(10.2%)

１購入している ２購入していない

１５詰め替えやリサイクル製品を優先して購入していますか

91.0% (92.8%)
9.0%

(7.2%)

１持ち歩いている ２持ち歩いていない

１６買い物の際はマイバッグを持ち歩いていますか

50.0% (61.1%) 50.0% (38.9%)

１持ち歩いている ２持ち歩いていない

１７出かける際はマイボトルを持ち歩いていますか

購入している

守っている

持っている

持っている

持っていない

持っていない

守れていない
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【生活に関すること】

32件・1,248人

半数以上の市民が日常的に公共交通機関を利用していませんでした。また、防災セット

は約６割の人が準備もしくは検討をしているものの、３割程度の市民が準備しておらず防

災意識醸成を図る必要があります。

また、約８割の市民がエコドライブを心掛けていると回答し、６割以上の市民が環境に

やさしい電気自動車（EV等）の利用に前向きな回答をしました。

7.9%
(9.6%)

25.8% (28.7%) 44.4% (35.9%) 21.9% (25.7%)

１よくある ２たまにある ３ほとんどない ４ない

１８公共交通機関を利用する機会がありますか

27.5% (31.7%) 36.0% (40.7%) 36.5% (27.5%)

１準備している ２準備していない ３検討している

１９防災セット（避難用）を準備していますか

6.7%
(6.0%)

50.0% (45.5%) 34.3% (36.5%)
9.0%

(10.8%)
0.0%

(1.2%)

１参加したい ２どちらかといえば参加したい

３どちらかといえば参加したくない ４参加したくない

未回答

２０環境に関するイベントがあれば参加したいと思いますか

準備していない準備している
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12.4%
(10.2%)

87.6% (89.8%)

１知っている ２知らない

２１「たてばやし学校エコライフ活動」を知っていますか

知っている 知らない

4.2%
(4.2%)

57.5% (57.5%) 38.3% (38.3%)

１利用している ２利用してみたい ３利用したくない

２３電気自動車（EV等）を利用していますか

利用してみたい 利用したくない

79.2% (79.0%) 20.8% (19.8%)
0.0%

(1.2%)

１心掛けている ２心掛けていない 未回答

２２エコドライブを心掛けていますか

心掛けている 心掛けていない
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【９たてばやし５つのゼロ宣言について】

（４）たてばやし５つのゼロ宣言について

少しずつ認知度は拡大しているものの、半数以上の市民は宣言について何も知らないと

回答しています。情報源の大半は市広報紙やHPでした。

5.1%
(5.4%)

29.2% (22.8%%) 65.7% (71.9%)

１内容も知っている ２聞いたことはあるが内容は知らない ３知らない

２４「たてばやし５つのゼロ宣言」を知っていますか

知らない

75.9% (76.6%)
10.3%
(7.3%)

1.7%
(2.1%)

3.4% (0.0%)

1.7%
(6.4%)

１市広報紙 ２市ホームページ ３テレビ

４新聞 ５環境情報紙「エコシティ」 ６イベント

７スマートホン ８その他

「１」もしくは「２」を選んだかたは、何を通じて知りましたか

市広報紙 市HP

3.4%
(0.0%)

3.4%
(4.3%)

0.0%（4.3%）
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３，事業者アンケート調査結果
　※小数点以下を四捨五入しているため、必ずしも合計が100％にはならない。

　※( )内は昨年度実績値

（１）基本情報

【１主な業種・２従業員規模・３市内における事業年数】

主な業種は上から建設業、製造業、サービス業、卸売/小売業となりました。また、

市内での事業年数では、５割の事業者が４０年以上と回答しました。

7.5%

20.0%

15.0%

2.5%（情報通信業）
10.0%

2.5%（金融/保険業）

7.5%

5.0%

7.5%

2.5%（教育業）

15.0%

5.0%
１農林水産業

２建設業

３製造業

４電気/ガス/熱供給/水道業

５情報通信業

６運送業

７卸売/小売業

８金融/保険業

９不動産業

10飲食店/宿泊業

11医療/福祉

12教育/学習支援業

13サービス業

14その他

未回答

１主な業種

不動産業

製造業

農林水産業

建設業

飲食店

宿泊業

サービス業

医療

福祉

卸売/小売業

65.0%

25.0%

5.0%
5.0%

１10人未満 ２10~49人 ３50~99人

４100~299人 ５300~499人 ６500人以上

２従業員数

１０～４９人

１０人未満
10.0%

5.0%

12.5%

10.0%

12.5%

50.0%

１5年未満 ２5~9年 ３10~19年

４20~29年 ５30~39年 ６40年以上

３事業期間

４０年以上
１０～１９年

3０～3９年
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【４地球温暖化防止につながる設備の導入について】

【５省エネルギー行動について】

ＬＥＤ照明の導入が最も多く、次いで断熱性、気密性の高い窓や壁の導入、燃費の良い

自動車の購入が多い回答となりました。

多くの事業者が節電・節水に取り組んでいますが、エコドライブの実践や公共交通機

関を利用した移動は、昨年度に比べ落ち込む結果となっています。

12.5% (18.8%)

25.0% (20.8%)

12.5% (18.8%)

67.5% (85.4%)

12.5% (10.4%)

5.0% (2.1%)

25.0% (33.3%)

10.0% (6.3%)

0.0% (0.0%)

12.5% (10.4%)

0.0% (2.1%)

１太陽光発電システムの設置

２断熱性、気密性の高い窓や壁などの導入

３省エネ性能の高いオフィス機器等の購入

４LEDなど高効率な照明の導入

５エコキュートなど高効率な給湯器の導入

６家庭用燃料電池システムや蓄電システムの導入

７排出ガスが少なく燃費の良い自動車の購入

８電気自動車及びPHVの購入

９BEMS(ビルエネルギーマネジメントシステム)…

10何もしていない

11その他

４導入している地球温暖化防止につながる設備

９BEMS(ビルエネルギーマネジメントシステム)の導入

75.0% (81.3%)

75.0% (68.8%)

2.5% (10.4%)

10.0% (29.2%)

5.0% (14.6%)

7.5% (2.1%)

7.5% (0.0%)

12.5% (8.3%)

0.0% (4.2%)

１節電・節水の実施

２照明のこまめな消灯

３再生可能エネルギーで発電されてた電気の使用

４エコドライブの実践

５自転車や公共交通機関を利用した移動

６省エネ診断等の受診

７ISO14001やEMSの導入

８何もしていない

９その他

５取り組んでいる省エネルギー行動
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（３）環境に関するテーマごとの設問

【水に関すること】

【緑に関すること】

水辺環境に配慮している事業者は増加傾向にありますが、地下水を利用しているもし

くはしていた事業者は減少傾向にあります。

35.0%
(18.8%)

10.0%
(27.1%)

12.5%
(14.6%)

42.5%
(39.6%)

0.0%
(4.9%)

１配慮している ２検討中 ３配慮していない ４該当しない 未回答

６水辺環境に配慮した活動をしていますか

昨年と比較すると事業所周辺の緑地や生態系の保全に配慮していると回答する事業者

が増えたものの、「該当しない」と当事者意識が低い業者も増加しています。

配慮している 配慮していない

17.5% (25.0%)
12.5%
(6.3%)

60.0% (60.4%)
10.0%
(8.3%)

１現在も利用している ２以前は利用していた

３利用していない ４分からない

７事業活動で地下水を利用したことはありますか

利用している 利用していない

37.5% (31.3%)

5.0%
(10.4%)

15.0% (20.8%) 42.5% (37.5%)

１配慮している ２検討中 ３配慮していない ４該当しない

配慮していない

８事業所周辺の緑地の保全に配慮した活動をしていますか

配慮している
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【公害に関すること】

防音対策を実施している事業者は２割強で、排水対策を実施している事業者は３割と

なりました。

30.0% (22.9%)

7.5%
(22.9%)

15.0%
(22.9%)

47.5% (31.3%)
0.0%

(2.4%)

１配慮している ２検討中 ３配慮していない ４該当しない 未回答

９事業活動において、生態系に配慮していますか

配慮している 配慮していない

42.5% (64.6%) 35.0% (29.2%) 22.5%(6.3%)

１取り組んでいる ２取り組んでいない ３分からない

１０事業敷地内の緑化に取り組んでいますか

取り組んでいる 取り組んでいない

25.0% (22.9%)

5.0%
(8.3%)

20.0% (25.0%) 50.0% (41.7%)

0.0%
(2.1%)

１実施している ２検討中 ３実施していない ４該当しない 未回答

１１事業所もしくは工場の防音対策を実施していますか

実施している 実施していない

30.0% (33.3%)

2.5%
(12.5%)

20.0%
(12.5%)

47.5% (39.6%)

0.0%
(2.1%)

１実施している ２検討中 ３実施していない ４該当しない 未回答

１２水のきれいさを守るための排水対策を実施していますか

実施している 実施していない
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【ごみに関すること】

【学びに関すること】

地域のイベントに参加したことがある事業者は４割を超え、社員教育に環境に関す

る研修を取り入れている企業も増加傾向にあります。

ごみの減量化に取り組んでいる事業者は約８割となりました。

97.5% (95.8%) 2.5%
(2.1%)

0.0% (2.1%)

１処理している ２処理していない ３分からない

１３ごみは分別し、適正に処理をしていますか

処理している

75.0% (77.1%)
7.5%

(8.3%)
17.5%

(12.5%) 
0.0%
(2.1%)

１取り組んでいる ２取り組んでいない ３分からない 未回答

１４ごみの減量化に取り組んでいますか

取り組んでいる
取り組んでいない

17.5%
(14.6%)

40.0% (58.3%) 30.0% (20.8%)
12.5%
(4.2%)

0.0%
(2.1%)

１参加したい ２どちらかといえば参加したい

３どちらかといえば参加したくない ４参加したくない

未回答

１６環境イベントや環境保全活動等に参加したいと思いますか

参加したい 参加したくない

45.0% (43.8%) 40.0% (47.9%)
15.0%
(6.3%)

0.0%
(2.1%)

１参加したことがある ２参加したことがない ３分からない 未回答

１５地域のイベントに参加したことはありますか

参加したことがある 参加したことがない
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（４）環境活動に対する考え方

（５）環境活動を進めるうえでの課題について

半数以上の事業者が事業活動にメリットがある範囲で取り組みたいと回答しました。

多くの事業者がコスト面及び人的不足と回答しました。

25.0% (14.6%)
10.0%
(18.8%)

32.5% (41.7%) 32.5% (20.8%)

１取り入れている ２検討中 ３取り入れていない ４該当しない

１７社員教育の中に、環境についての研修を取り入れています

か取り入れている 取り入れていない

12.5% (14.6%)

45.0% (51.2%)
7.5% (6.3%)

25.0% (18.8%)

5.0% (2.1%)

5.0% (0.0%)

１９環境活動に対する考え方

その他

新規ビジネスチャンスにつながるため、もっと積極的に取り組みたい

省エネなど、事業活動にメリットのある範囲で取り組みたい

事業活動に際しては、法律や条例の規則基準を守っていれば十分

取り組むべきだが、費用や人手、手間がかかるため取り組めない

環境活動に取り組む必要はない(事業者は事業活動を重視すべき)

30.0% (39.6%)

37.5% (45.8%)

20.0% (18.8%)
45.0%
(50.0%)

0.0% (10.4%)

10.0% (27.1%)

12.5% (6.3%)

22.5% (22.9%)

15.0% (20.8%)

7.5% (10.4%)

12.5% (14.6%)

10.0% (4.2%)

2.5% (0.0%)

１環境に関する情報の不足

２人的不足

３環境活動推進のための組織体制の整備

４コスト的な問題

５相談窓口の不足

６従業員の環境に対する理解向上

７取引先の環境に対する理解向上

８消費者・利用者の環境に対する理解向上

９環境の取り組みへの市場評価の低さ

10企業間の協力・連携体制

11市の環境活動や施策への関心度の低さ

12特になし

13その他

２０環境活動を進めるうえでの課題について

30.0% (22.9%) 40.0% (45.8%) 30.0% (25.0%)
0.0%

(6.3%)

１整っている ２検討中 ３整っていない 未回答

１８災害時の避難用に備蓄品の補充や体制は整っていますか

整っている 整っていない
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（６）たてばやし５つのゼロ宣言について

４，現状分析・評価
　

（１）市民の取組を進めるための分析・評価

（２）事業者の取組を進めるための分析・評価

（３）たてばやし５つのゼロ宣言を浸透させるための分析・評価

多くの市民が節電・節水など簡単な省エネルギー行動に取り組んでいますが、省エネ

設備の導入については、費用の高さが障壁となり導入率が低い傾向にあります。補助金

などの初期費用を軽減する政策の検討や、設備導入の長期的な経済的メリットを市民に

周知啓発することで、導入を促進する必要があります。

また、環境活動や講座に関して市民の関心が薄いため、興味を持ちやすいテーマや実

践的なワークショップを実施し、楽しく学べる機会の提供をする必要があります。

知っていると回答した事業者は約４割となりました。

アンケート調査に関して、市民・事業者の環境活動への取組状況や見えてきた課題か

ら、環境行政の推進に必要な事項について分析・評価を行いました。

コストや効率を重視し、省エネ設備や次世代自動車の導入、公共交通機関の利用に

消極的な事業者が多く見られます。補助の検討や経済的メリットの成功事例を共有す

ることで事業者の意識醸成を図る必要があります。

また、緑地や生態系などの保全に関心の低い事業者が多くみられるため、環境保全

が企業の社会的責任の一環であり、企業イメージの向上につながることを啓発する必

要があります。

市民・事業者の認知度は多少増加しているものの依然として低く、宣言の内容や意義

が十分に伝わっていない可能性があります。市民や事業者が参加するための具体的な手

段やメリットが不明確であるため、情報提供の強化、具体的手段の周知、宣言の意義の

啓発が必要です。また、教育機関と連携して環境教育に取り入れ、次世代への啓発を進

める必要があります。

10.0%
(14.6%)

27.5% (27.1%) 62.5% (52.1%)
0.0%

(2.4%)

１内容も知っている ２聞いたことはあるが内容は知らない ３知らない 未回答

２１たてばやし５つのゼロ宣言を知っていますか

内容も知っている 知らない

46.7%( 70.0%) 33.3% (30.0%)
6.7%
(0.0%)
テレビ

6.7%
(5.0%)

スマホ

6.7%
(15.0%)

その他

１市広報紙 ２市ホームページ
３テレビ ４新聞
５環境情報紙「エコシティ」 6スマートホン
７その他

市広報紙

「１」もしくは「２」を選んだかたは、何を通じて知りましたか
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